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研修研修研修研修    「「「「判決から学ぶ進歩性の判断」」」」    

 

拝啓 初秋の候、皆様には益々ご清栄のこととお喜び申し上げます。平素は若手会のためにご

協力賜り、厚く御礼申し上げます。 

この度、西日本弁理士クラブ若手会では、下記のとおり「判決から学ぶ進歩性の判断」をテ

ーマとして、研修を開催します。進歩性の判断は、中間対応をはじめ特許手続の中でも特に重

要なテーマの一つであり、これについて改めて考える良い機会になると存じますので、ぜひ積

極的にお申込みいただけますようお願いいたします。 

当研修は、西日本弁理士クラブの会員のみならず、西日本弁理士クラブに興味を持っている

若手弁理士の方、更には弁理士試験合格者で未登録の方にも参加して頂きたいと考えておりま

す。お近くに興味をお持ちの方がおられましたら、お誘いあわせの上、ご参加頂ければ幸いで

す。研修の後には懇親会も予定しておりますので、併せてご参加頂ければ幸いです。皆様のご

参加をお待ちしております。 

敬具  

記 

日時      ：平成２８年１１月２日（水） 

 １８：３０～２０：３０（１８：００受付開始） 

場所      ：日本弁理士会近畿支部（明治安田生命大阪梅田ビル２５階） 

         （http://www.kjpaa.jp/access） 

定員      ： ５０名 ※先着順で定員になり次第締め切らせて頂きます。 

受講料    ：西弁会員：無料／非会員：１０００円（当日入会の場合は無料） 

懇親会会費：３０００円（懇親会は研修終了後２時間程度、場所は研修会場近

辺を予定） 

 

受講希望の方は、下記入力フォームから１０月２６日（水）までにお申し込み下さい。 

https://business.form-mailer.jp/fms/897c6b5261349 

お申込みは、下記参加申込先へのＦＡＸ又はメールでも受け付けています。 

ＦＡＸ（０６－６６３２－００２１） 

Ｅ－Ｍａｉｌ（akatsuka@kamada-pat.com: 赤塚 雅則） 



「判決から学ぶ進歩性の判断」研修内容 

 

※取得単位：２単位（予定）この研修は、日本弁理士会の継続研修として申請中です。この研修

を受講し、所定の申請をすると、外部機関研修として２単位が認められる予定です。 

【注意事項】 

１５分以上の遅刻をした場合には、受講したものと認められません。公共交通機関等の遅延、

自己の行為に起因しない理由であっても、受講したものと認められませんので、時間に余裕を

もって会場にお越しください。また、中座、早退の場合については、時間にかかわらず、受講

したものと認められません。 

---------------------------＜キリトリ不要＞--------------------------- 

［申込欄］鎌田特許事務所 赤塚 雅則 宛 

（ＦＡＸ：０６－６６３２－００２１） 

研修研修研修研修『判決から学ぶ進歩性の判断』を受講します。 

ご氏名  ：              （登録番号：      ） 

ご勤務先   ：                            

ご連絡先 ：                （携帯・自宅・勤務先） 

Ｅ－ｍａｉｌ ：                            

会 員  ：クラブ会員［   ］／非会員弁理士 →当日入会［する・しない］ 

懇親会    ：参加する ［   ］／参加しない［   ］ 

 

質問事項   ： 

（特許実務上の悩み、 

質問などお気軽に 

ご記入下さい） 

 

（ご記入いただいた個人情報は当研修の参加者管理目的にのみ使用し、他の目的には使用しません。） 

講師紹介講師紹介講師紹介講師紹介  弁理士 北村 修一郎 （弁理士登録 1995 年） 

今回の研修の講師の北村 修一郎（きたむら しゅういちろう）先生は、特許業務法人 R&C の代表パートナ

ーとして、侵害訴訟、審判、審決取消訴訟、鑑定などの係争事件を中心に携われているほか、日本弁理士会執

行理事（2013 年）、日本弁理士会副会長（2014 年）、日本弁理士会中央知的財産研究所所長（2016 年）な

ど、数多くの公務においても精力的にご活躍されています。 

講義内容講義内容講義内容講義内容 進歩性の判断に争いがある場合、実質的な最終判断は知財高裁が行うことになります。知財高裁の

進歩性の判断は特許庁における審判官の判断、審査官の判断に影響を与えています。主引用発明に副引用発明

を適用する動機付けの判断、阻害事由の判断等は法律判断であり、判決から学ぶところが沢山あります。しか

し、判決は具体的事案に対して妥当な結論に導くために合理的な理由が付されるものです。従って、抽象的な

理由付けだけを追って行っても他の事案で、同じ論理で同様の結論が導かれるとは限りません。裁判官の感覚

を感じ取るためには本件特許発明、主引用発明、副引用発明等を理解して裁判官が具体的な落とし所をどのよ

うなポイントに基づいて判断したかを理解することが必要です。最近の知財高裁の進歩性の判断を具体的に追

っていきながら、裁判官の感覚を感じ取るとともに進歩性の判断の問題点を抽出し、今後の課題を考えて行き

たいと思います。 

 

                              

                              

                              

                              

 


